
蘆
花 

村
入
り 

百
年
記
念 

 

粕
谷
は
二
十
六
軒
し
か
な
い
か
ら
東
京
か
ら
来
て
仲
間

に
入
っ
て
く
れ
る
の
は
喜
ば
し
い
と
云
う
意
を
繰
り
返

し
諸
君
が
述
べ
る 

 
 

世
界
を
一
周
し
て
見
て
日
本

程
好
い
処
は
あ
り
ま
せ
ん 

日
本
で
は
粕
谷
程
好
い
処

は
あ
り
ま
せ
ん 

 
 

「
み
ゝ
ず
の
た
は
こ
と
」
よ
り 

私
共
は
粕
谷
の
住
人 

粕
谷
が
私
共
の
故
郷
で
す 

旅
行
に
も
粕
谷
を
名
乗
り 
宿
帳
に
も 

粕
谷
健
次
郎

と
立
派
に
書
き
ま
し
た 

 

「
新
春
」
よ
り 

明
治
四
〇
年
の
粕
谷
の
二
六
戸 

関
田
傅
次
郎 

 

秋
山
吉
蔵 

 

秋
山
紋
次
郎 

塩
田
鎌
吉 

 
  

高
橋
金
平 
 

本
橋
伊
左
衛
門 

本
橋
延
吉      

島
田
林
蔵 

 

島
田
銀
太
郎 

秋
山
喜
左
衛
門 

倉
本
寅
蔵 

 

田
中
庄
三
郎 

関
田
彌
七 

 
 

田
中
龍
蔵 

 

秋
山
喜
太
郎 

関
田
菊
蔵 

 
 

塩
田
喜
三
郎 

本
橋
清
吉 

塩
田
鉄
五
郎    

高
橋
岩
吉 

 

塩
田
谷
五
郎 

倉
本
権
三 

 
 

井
山
林
蔵 

 

倉
本
吉
蔵 

倉
本
福
蔵 

 
 

吉
岡
祐
蔵 

 

徳
冨
健
次
郎 

平
成
十
九
年
二
月
二
十
七
日  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

粕
谷 

有
志
一
同 


